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～
会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
５
０
年
～
 

ショッピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
反
射
材
着
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
 

（
熊
野
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

ショッピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ち
ょっ
と
早
め
の
ラ
イト・オ

ン
運
動
を
行
っ
た
 

（
紀
宝
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

交
通
安
全
広
場
を
開
設
し
飲
酒
運
転
の
追
放
を
呼
び
か
け
た
 

（
伊
賀
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

園
児
と
保
護
者
へ
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
交
通
事
故
防
止
を
図
っ
た
 

（
名
張
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

通
学
時
の
交
通
安
全
早
朝
街
頭
活
動
を
実
施
し
た
 

（
大
台
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

街
頭
パ
レ
ー
ド
へ
参
加
し
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
 

（
伊
勢
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

交
通
安
全
運
動
出
動
式
を
行
っ
た
 

（
鳥
羽
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

交
通
安
全
運
動
に
伴
い
ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
を
実
施
し
安
全
を
呼
び
か
け
た
 

（
津
南
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

街
頭
で
高
齢
者
事
故
の
防
止
と
飲
酒
運
転
根
絶
の
活
動
を
行
っ
た
 

（
津
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
行
い
飲
酒
運
転
根
絶
を
呼
び
か
け
た
 

（
尾
鷲
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

飲
酒
運
転
根
絶
キャン

ペ
ー
ン
で
女
性
部
が
交
通
安
全
音
頭
を
披
露
し
た
 

（
鈴
鹿
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

夜
光
反
射
材
を
取
り
付
け
下
校
時
、夜
間
の
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
 

（
松
阪
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

通
学
路
で
早
朝
街
頭
安
全
活
動
を
実
施
し
た
 

（
四
日
市
西
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

ストッピ
ー・サ

ン
タ
と
と
も
に
飲
酒
運
転
追
放
キャン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
 

（
亀
山
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

露
天
市
場「
四
九
の
市
」で
飲
酒
運
転
根
絶
と
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
 

（
四
日
市
北
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

女
性
部
が
保
育
園
で
交
通
安
全
教
室
を
行
っ
た
 

（
四
日
市
南
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

多
度
大
社
巫
女
さ
ん
と
伴
に
交
通
安
全
ミ
ル
ミ
ル
ウェー

ブ
を
実
施
し
た
 

（
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

マ
ラ
ソ
ン
大
南
姉
妹
と
ミ
ル
ミ
ル
ウ
ェ
ー
ブ
街
頭
安
全
活
動
を
行
っ
た
 

（
い
な
べ
地
区
交
通
安
全
協
会
）
 

～
年
末
の
交
通
安
全
運
動
等
の
特
集
～
 

 
 
 
 
 
 
 
 

◎受賞者の皆様は、平成１９年１月１７ 

日（水）開催の「第４７回交通安全国 

民運動中央大会」の席上で表彰され 

ます。 

◆表彰別被表彰者 

（１）交通栄誉章緑十字金章 

交通安全功労者 

　松下　�一様 

　　　　鈴鹿地区交通安全協会推薦 

優良運転者 

　杉本　昌子様　伊賀地区　〃 

（２）交通栄誉章緑十字銀章 

交通安全功労者 

　中野　義郎様　伊勢地区　〃 

　余野部克治様　伊賀地区　〃 

　前川　　光様　津南地区　〃 

　服部　幸一様　いなべ地区　〃 

　御村謹一郎様　大台地区　〃 

　西村　　正様　津　地区　〃 

　野子　　勝様　四日市西地区 〃 

　寺本　達夫様　 

　　　　安全運転管理協議会推薦 

優良運転者 

　村山　　勝様 

　　　　亀山地区交通安全協会推薦 

　阪田　　稔様 

　　　　四日市北地区　　〃 

（３）優良地区交通安全協会 

　伊賀地区交通安全協会 

（４）優良事業所 

　株式会社ホクセイスーパー 

　有限会社前田農機 

（５）優良安全運転管理協議会 

　伊賀安全運転管理協議会 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

◎平成１８年１２月１２日（火）三重県総 

合文化センター男女共同参画センタ 

ーにおいて、「平成１８年度三重県交通 

安全県民大会」が開催され、次の方 

々が栄えある表彰を受けられました。 

◆三重県交通安全功労者 

　玉城町　　西村　　博様 
　亀山市　　豊田　重則様 

　伊勢市　　上井　正行様 
　南伊勢町　大野　克己様 

◆三重県交通安全功労団体 

　桑名市　　多度大社 

　四日市市　四日市交通安全保護者 

　　　　　　会連合会 

◆中部管区警察局  中部交通安全協 

　会協議会長 

交通安全功労者 

　四日市市　山中廣繁様　以下１４名 

優良運転者 

　津　市　浅井たみ子様　以下３３名 

交通安全活動功労団体 

　東海土建株式会社 

　株式会社スチールセンター亀山事業所 

◆全日本交通安全協会長　交通栄誉 

　章「緑十字銅章」 

交通安全功労者 

　志摩市　上村きみよ様　以下５９名 

優良運転者 

　松阪市　加藤　安弘様　以下１０５名 
 
 

交通栄誉章緑十字金章、 
　銀章および優良団体の 

　　　　　受賞者の決定 

三重県交通安全功労者・中 

部管区警察局長・中部交通 

安全協会協議会長交通栄誉 

章緑十字銅賞の受賞者 

●
T
S
マ
ー
ク
に
付
帯
す
る
傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険
の
限
度
額
 

傷
害
入
院
15日

以
上
 

（
一
律
）
10万

円
 

死
亡
・
重
度
後
遺
障
害
 

（
一
律
）
100万

円
 

賠
償
責
任
（
限
度
額
） 

2,000万
円
 

T
S
マ
ー
ク
は
安
全
、安
心
な
自
転
車
の
証
 

T
S
マ
ー
ク
は
安
全
、安
心
な
自
転
車
の
証
 

T
S
マ
ー
ク
は
安
全
、安
心
な
自
転
車
の
証
 

　
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
「
ヒ
ヤ
ッ
」
と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
転
ん
で
け
が
を
し
た
り
、
歩
行
者
と
ぶ
つ
か
っ
て
相
手
に
け
が

を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
で
も
大
事
に
至
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の
が
「
T
S
マ
ー
ク
」
で
す
。
 

　
「
T
S
マ
ー
ク
」
は
、
自
転
車
を
自
転
車
安
全
整
備
店
で
点
検
ま

た
は
整
備
す
る
と
、
安
全
な
自
転
車
の
証
と
し
て
貼
ら
れ
る
マ
ー
ク

で
す
。
同
マ
ー
ク
に
は
自
転
車
運
転
時
の
事
故
で
相
手
に
け
が
を
さ

せ
た
と
き
に
補
償
す
る
「
賠
償
責
任
保
障
」
と
自
ら
け
が
を
し
た
場

合
の
「
傷
害
保
険
」
の
２
つ
が
セ
ッ
ト
で
１
年
間
付
い
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
個
別
に
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
に
１
回
は
「
セ
フ

テ
ィ
ち
ゃ
ん
」
の
付
い
た
自
転
車
安
全
整
備
店
で
点
検
、
整
備
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
 

●
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
、
ラ
イ
ト
、
後
部
反
射
器
等
を
常
に
点
検
整
備
す
る
。
 

●
夜
間
は
、
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
。
 

●
交
通
信
号
を
確
実
に
守
る
。
 

●
道
路
の
横
断
は
、
自
転
車
横
断
帯
を
利
用
す
る
。
 

●
自
転
車
道
を
走
行
す
る
な
ど
通
行
区
分
を
守
っ
て
走
行
す
る
。
 

●
並
列
走
行
、
二
人
乗
り
、
傘
さ
し
運
転
は
絶
対
し
な
い
。
 

●
一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
必
ず
一
旦
 

　
停
止
し
、
安
全
を
確
認
す
る
。
 

●
交
差
点
や
路
地
か
ら
の
飛
び
出
し
は
絶
対
に
し
な
い
。
 

●
進
路
を
変
更
す
る
と
き
は
、
必
ず
後
方
の
安
全
を
確
認
す
る
。
 

●
通
行
の
妨
害
に
な
る
よ
う
な
駐
車
（
輪
）
や
迷
惑
な
路
上
放
置
は
、
絶
対
に
 

　
し
な
い
。
 

　
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、
そ
の
人
が
、
仲
間
を
自
宅
ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。
 

　
こ
の
運
動
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
8
割
の
国
民
が
意
味
を
理
解
し
て
い
る
「
ボ
ブ
運
動
」

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
仲
間
同
士
や
飲
食
店
が
「
今
日
の
ボ

ブ
は
誰
？
」
と
呼
び
か
け
、
グ
ル
ー
プ
内
で
飲
酒
を
し
な
い
人
を
決
め
て
お
き
、

飲
食
店
も
こ
れ
に
協
力
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

様
に
は
、
飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
に
、
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
に
積
極
的

に
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

【
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
】
         

◎
第
6
5
条
　
 何
人
も
、
酒
気
を
帯
び
て
車
両
等
を
運
転
 

　
　
　
　
　
 し
て
は
な
ら
な
い
。
 

　
　
　
　
２
 何
人
も
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
て
車
両
 

　
　
　
　
　
 等
を
運
転
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
 

　
　
　
　
　
 る
者
に
対
し
、
飲
酒
を
提
供
し
、
又
は
飲
 

　
　
　
　
　
 酒
を
す
す
め
て
は
な
ら
な
い
。
 

◎
道
路
交
通
法
　
第
八
章
　
罰
則
 

　
○
第
1
1
7
条
の
二
第
一
号（
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
 

　
　【
酒
酔
い
運
転
】は
、
お
酒
の
量
が
少
な
く
て
も
、
お
酒
の
影
響
に
よ
り
正
常

　
　
な
運
転
が
で
き
な
い
状
態
で
運
転
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に「
車
両
等
」と
な

　
　
っ
て
い
る
の
で
自
転
車（
軽
車
両
に
当
た
り
ま
す
）も
含
み
ま
す
。（
気
を
付
け

　
　
ま
し
ょ
う
）
 

　
○
第
1
1
7
条
の
四
第
二
号（
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
 

　
　【
酒
気
帯
び
運
転
】は
、
お
酒
の
量
が
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

　
　
数
字
は
？
  一
度
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。
～
宿
題
で
す
～
 

　
　「
少
し
な
ら
い
い
の
」
と
考
え
て
い
る
人
 

　
　「
政
令
で
定
め
た
量
以
上
は
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
」
そ
の
量
が
宿
題
の
答

　
　
え
で
す
。
規
定
量
以
下
の
飲
酒
で
あ
っ
て
も
違
反
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
自
分
は
酒
が
強
い
　
だ
か
ら
酒
は
飲
ん
で
も
平
気
だ
 

　
　
運
転
く
ら
い
正
常
に
出
来
る
の
だ
 

　
　
と
意
気
込
ん
で
運
転
す
る
人
を
「
厳
し
く
取
り
締
ま
り
が
出
来
る
」
よ
う
に

　
　
考
え
て
あ
り
ま
す
。
 

　
　
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
は
し
な
い
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。
 

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
下
さ
い
。
 

1
．
お
客
様
が
、
お
車
で
来
店
さ
れ
た
が
ど
う
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

2
．
そ
の
時
に
、
ど
な
た
が
お
車
を
運
転
す
る
の
か
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
ご

　
　
確
認
く
だ
さ
い
。
 

3
．
お
車
を
運
転
す
る
方
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
を
提
供

　
　
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

4
．
お
車
を
運
転
す
る
方
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
に
は
目
印
と
な
る
も
の
を
お

　
　
渡
し
す
る
か
、
目
印
と
な
る
も
の
を
席
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
 

5
．
お
客
様
が
運
転
代
行
等
を
依
頼
し
て
帰
ら
れ
る
時
は
、
そ
の
確
認
が
で
き
る

　
　
ま
で
お
車
の
キ
ー
を
お
預
り
く
だ
さ
い
。
 

自
転
車
安
全
利
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

自
転
車
安
全
利
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

セ
ー
フ
テ
ィ
・
バ
イ
シ
ク
ル
・
デ
ー
（
S
・
B
デ
ー
）
 

～
毎
月
第
1
月
曜
日
は
「
自
転
車
安
全
対
策
強
化
日
」
～
 

自
転
車
が
関
連
す
る
交
通
事
故
防
止
を
推
進
す
る
日
 

◆
道
路
交
通
法
を
学
ぼ
う
◆
 

飲
酒
運
転
を
し
な
い
  さ
せ
な
い
  「
飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
道
」
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
道
 

飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
道
 

交
通
安
全
協
会
は
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
 

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

交
通
安
全
協
会
は
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
 

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

交
通
安
全
協
会
は
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
 

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

北　
南

〈
各
地
区
の
活
動
〉
 

マ
ス
コ
ッ
ト
 

「
ス
ト
ッ
ピ
ー
」
 

北
か
ら
 

　
南
か
ら
 

●
街
頭
で
の
交
通
安
全
指
導
（
学
童
・
お
年
寄
り
の
街
頭
指
導
）
 

●
新
入
園
、

●
新
入
園
、小
・
中
学
校

中
学
校
へ
の
交
通
安
全
資
材

交
通
安
全
資
材
・
器
材
器
材
の
提
供
提
供
 

●
交
通
安
全
広
報
啓
発

●
交
通
安
全
広
報
啓
発
（
新
聞
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
広
報
車

広
報
車
）
 

●
交
通
安
全

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
開
催
（
交
通
安
全

交
通
安
全
フ
ェ
ス
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等
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●
優
良
運
転
者

●
優
良
運
転
者
・
交
通
安
全
功
労
者

交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
表
彰
 

●
交
通
事
故
無
料
相
談

●
交
通
事
故
無
料
相
談
 

●
街
頭
で
の
交
通
安
全
指
導
（
学
童
・
お
年
寄
り
の
街
頭
指
導
）
 

●
新
入
園
、小
・
中
学
校
へ
の
交
通
安
全
資
材
・
器
材
の
提
供
 

●
交
通
安
全
広
報
啓
発
（
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
広
報
車
）
 

●
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
交
通
安
全
フ
ェ
ス
タ
等
）
 

●
優
良
運
転
者
・
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
 

●
交
通
事
故
無
料
相
談
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「
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運
動
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参
加
し
ま
せ
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か
 

●
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
？
  ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
へ
 

●
酒
類
を
提
供
す
る
お
店
の
方
へ
 

飲
酒
運
転
追
放
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ては大変厳しい情勢が続き、 

特に人口１０万人当たりの交通 
死亡者数は、まことに、憂慮 

すべき状況にありますことは 

皆様ご承知のとおりでござい 

ます。 

　今年は、こうした情勢を踏 

まえ引き続き交通死亡事故抑 

止に全力を傾注することとし、 

年間スローガンは今年から新 

たになった 

「安全運転 

　　　いつも三重から 

　　　　　　　あなたから」 

〜ゆずりあい 

　　一人ひとりの　心がけ〜 

重点施策は、 

○飲酒運転の根絶 

○高齢者・子どもの交通事故 

　防止 

○後部座席を含むシートベル 

　ト・チャイルドシートの正 

　しい着用の徹底 

の３項目を掲げ、「安全で安 

心な車社会」の実現を図るた 

 

め、半世紀後半への第一歩を 

力強く踏み出すとともに力を 

結集する年であります。 

　今一度、創立当初の原点を 

思い起こし県民とともに「地 

域における交通の安全と円滑 

を促進し交通秩序の確立」と 

いう目的に向けて交通安全協 

会の全勢力を発揮しようでは 

ありませんか。 

　最後に本年が皆様方にとり 

まして素晴らしい、幸多い年 

でありますよう心から祈念申 

し上げ新年のごあいさつとさ 

せていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　新年あけましておめでとう 

ございます。 

　皆様方には、ご家族お揃い 

で輝かしい新年をお迎えのこ 

とと心からお慶び申し上げま 

す。 

　昨年は、当協会が創立して 

半世紀、これを記念として 

「創立５０周年記念式典」を開 

催できましたことは、偏に皆 

様方お一人おひとりの協力と 

長年に亘り積み重ねられた交 

通安全活動の賜物であること 

を深く感謝申し上げます。 

　また、昨年は総理大臣談話 

を受けて平成２４年までの１０年 

間で交通事故死亡者の半減を 

目指した４年目のチャレンジ 

の年に当たり、三重県は１５ 

０名を目標として取組みまし 

た。 

　交通安全協会の最大の目標 

は、「交通事故防止」であり、 

全国的に交通死亡事故が減少 

傾向にある中、三重県に於い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワースト上位にあり、平成９ 

年以降１０年連続してワースト 

１０位以内に位置するなど大変 

厳しい状況が続いています。 

　昨年の交通死亡事故の主な 

特徴は 

●高齢者の交通死者が多い。 

●飲酒運転による死亡事故が 

　多い。 

●四輪乗車中の死者のシート 

　ベルト着用率が低い。 

などで、年当初から交通死亡 

事故抑止対策の重点として、 

「高齢者の交通事故防止」「飲 

酒運転の根絶」「シートベルト 

の正しい着用の徹底」につい 

て取組んだものの、成果とし 

て結実できず、一昨年の傾向 

とほぼ同様となりました。 

　本年は、これらの結果を踏 

まえ、昨年６月に策定された 

「第８次三重県交通安全計画」 

の「平成２２年までに交通事故 

死者１３０人以下、交通事故 

死傷者１５、５００以下」と 

いう数値目標達成に向け、 

○高齢者・障害者、幼児・児 

 

　童等の歩行者、自転車利用 

　者の交通事故防止対策 

○高齢運転者を中心とした運 

　転者対策 

○飲酒運転の根絶、悪質・危険 

　運転者の取締り等の諸対策 

○後部座席を含めたシートベ 

　ルトの正しい着用の徹底等 

　による被害軽減対策 

などを、引続き交通事故防止 

諸対策の重点として取り組み、 

交通事故の抑制を図ってまい 

りたいと考えています。 

　もとより、数値目標を達成 

するには、独り警察の力だけ 

では達成できず、関係機関・ 

団体、県民の皆様が協力、協 

働し、交通安全の取組みを継 

続的に推進することが肝要で 

あります。 

　とりわけ、貴協会は、地域 

や職場に密着した交通安全活 

動を展開しているところであ 

り、交通事故抑止に果たすべ 

き役割はますます重要なもの 

となっているところでありま 

すので、「安全で安心して暮 

らせる交通社会の実現」に向 

け、より一層の御尽力を賜り 

ますようお願い申し上げます。 

　終わりに、貴協会の益々の 

御発展と会員の皆様のご健勝 

と御多幸を心より祈念いたし 

まして年頭のごあいさつとさ 

せていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　新年、あけましておめでと 

うございます。 

　三重県交通安全協会の皆様 

には、御家族お揃いで、輝か 

しい新年をお迎えになられた 

ことと、心からお慶び申し上 

げます。 

　平素皆様には、地域におけ 

る交通安全活動のリーダーと 

して、四季の交通安全運動を 

はじめ、早朝交通安全指導、 

老人クラブや幼稚園・保育園 

における交通安全教室など地 

域や職場に密着した交通安全 

活動に献身的な御尽力をいた 

だき、また警察行政各般にわ 

たって深い御理解と御協力を 

賜り、心から御礼申し上げま 

す。 

　さて、昨年の交通事故につ 

きましては、全国的に交通事 

故死者数が減少した中、残念 

ながら、当県における死者数 

は前年を上回ってしまいまし 

た。 

また、都道府県別の人口１０万 

人当たりの死者数でも、全国 
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蘆
四
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の
交
通
安
全
運
動
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 ５
月
１１
日
（
金
）
～
５
月
２０
日
（
日
）
 

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
 ７
月
１１
日
（
水
）
～
７
月
２０
日
（
金
）
 
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 
９
月
２１
日
（
金
）
～
９
月
３０
日
（
日
）
 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
  １２
月
１１
日
（
火
）
～
１２
月
２０
日
（
木
）
 

 

交
通
安
全
の
日
 

毎
月
1
1
日
 

自
転
車
安
全
対
策
強
化
日
 

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
バ
イ
シ
ク
ル
・
デ
ー
）
 

毎
月
第
1
月
曜
日
 

（
S
・
B
デ
ー
）
 

蘆
交
通
安
全
強
化
指
定
日
 

●
重
点
施
策
 

毎
月
2
1
日
 

（
S
・
S
デ
ー
）
 

高
齢
者
の
交
通
安
全
の
日
 

（
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
シ
ル
バ
ー
・
デ
ー
）
 

昭
和
4
1
年
1
0
月
1
1
日
に
「
交
通
安
全
の
保
持
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

毎
月
1
1
日
を
「
交
通
安
全
の
日
」
と
定
め
、県
民
の
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
る
。
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齢
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の
進
展
に
伴
い
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者
の
交
通
事
故
死
者
数
が
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

毎
月
2
1
日
を
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
の
日
」
と
定
め
、高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
図
る
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国
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通
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動
は
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定
 

三重県警察本部 

児玉  　忠 交通部長 

新春のごあいさつ 新春のごあいさつ 新春のごあいさつ 
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交
通
安
全
協
会
は
、弁
護
士
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
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こ
の
「
交
通
事
故
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は
道
路
交
通
法
に
よ
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県
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通
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全
活
動
推
進
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ン
タ
ー
」
の
事
業
と
し
て
開
設
し
て
お
り
ま
す
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年
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0
0
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回
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